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鈴ヶ森小・中学校 生活スタンダード ５～９学年 

私たちは鈴ヶ森小・中学校の児童生徒であることを誇りとし、以下のことを常に心がける。 

「場に応じた言葉遣いをする」 

「校内でも校外でも爽やかな挨拶をする」 

「品格を保った行動をする」 

 

１ 登下校 

（１）登下校 

① 登校・下校の時刻を守る。（予鈴で行動する。） 

② 小学生は、帽子とまもるっちを身に付ける。中学生は、防犯ブザーをバックに付ける。 

③ 登下校のときは正門を使用し、通学路を通り交通安全の規則を守る。 

④ 登下校時に、自転車を使用しない。途中での飲食はしない。 

⑤ 欠席・早退・遅刻の場合には、保護者の方に当日の８時２０分までに Forms で連絡をしてもらう。また、８

時２０分を過ぎるときは、電話連絡をしてもらう。小学生は、予めわかっている場合には、理由を連絡帳に保

護者に記入してもらい、担任に届ける。 

⑥ ８時２０分（中学生は８時２５分）以降に登校した場合は、職員室に報告してから教室へ行く。小学生は保護

者と一緒に報告してから教室に行く。 

⑦ 小学生が早退や遅刻をする場合は、保護者に教室まで送り迎えをしてもらう。 

中学生が早退した場合は、帰宅後保護者か本人が学校に電話連絡し、自宅に着いたことを報告する。 

⑧ 登校後は、学校外に出ない。（特別な事情がある場合には、担任の先生に相談し確認する。） 

⑨ 下校途中に寄り道をしたり、道端で立ち止まって話し込んだり、習い事や塾に直接行ったりしない。中学生は

帰宅後、私服に更衣してから出掛ける。 

⑩ 下校時刻以降に、学校に忘れたものを取りに来る場合は学校の服装で登校し、職員室で担任（その他先生）に

断ってから教室へ行く。忘れ物等を取った後は、再度職員室に行き、挨拶をしてから下校する。再登校時でも

自転車を使用しない。中学校の最終下校時刻以降に来る場合は、担任や学年の先生宛に電話連絡してから再登

校する。 

 

（２）登校の時間 

小学校：８：０５～８：２０（これ以降は遅刻とする。） 

中学校：８：１５～８：２５（８：２５までに登校完了し、朝読書の準備をして着席する。） 

 

（３）下校の時間 

部活動以外で下校時刻を過ぎても校内に残留する必要がある場合には、担任や担当の先生に申し出る。 

小学校：授業終了の１５分後（正門から出られるようにする。） 

中学校：授業終了の３０分後 ※部活動の最終下校時刻１８：３０(１１月～２月は１８：００) 
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２ 服装・頭髪・身だしなみ・持ち物 
（１）服装 
 

≪５・６年生≫ 
① 着やすく華美でない服装にする。 

② 脱いだ服を腰に巻かない。 

③ 体育学習時の服装 

＊体育着の上着をズボンの中に入れる。 

＊体育着の下には、長袖シャツ等を着用しない。 

＊赤白帽をかぶり、ゴムでとめる。 

＊長い髪はゴムでとめる。 

＊ズボンの下にタイツやレギンスを履かない。 

＊ニーハイソックスは体育の学習では履かない。 

＊上着は、フードやファスナーの付いていないものにする。 

＊寒い時期は、体育用にトレーナーなどの安全に着用できるものを用意する。 

 

④ 防寒着（コート等・マフラー・手袋）は登下校時のみ着用する。登校後はランドセルやロッカーの中にしまっ

ておく。 

⑤ ハンカチ・ティシューを身に付ける。 

⑥ 上履きのかかとは踏まない。 

⑦学校にいる間は名札を左胸に、見えるように付ける。 

 

 

≪７・８・９年生≫ 
学校指定の標準服や体操着（体育授業時等）で学校生活を送る。標準服も体操着等も着崩さず、清潔に着こなす。 

病気等、特別な事情がある場合には、保護者から担任に相談する。 

 

 
標準服      A            B 
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※ 以下に示すものは、鈴ケ森中学生としての誇りを持ち、学校生活を意欲的に臨むためのものです。趣旨を理解

して、３年間の中学校生活を送りましょう。 

[標準服]全て学校指定のもの 

① ブレザー（胸ポケットにエンブレム）＊登下校時は必ず着用する。 

② 薄青色ワイシャツ（左襟に校章の刺繍入り） 

 ＊儀式等の時は長袖Ｙシャツとするが、普段の時は半袖、長袖を問わない。 

③ ≪男子≫スラックス・柄入りの指定ネクタイ 

  ≪女子≫スカートまたはスラックス・柄入りの指定リボンタイ。ただし、スラックス着用時は柄入りの指定ネ

クタイの着用とする。 

④ スクールセーターとスクールベストは希望生徒のみ着用する。 

≪セーター≫紺色長袖で胸に鈴ケ森中学校を表す刺繍入り。着用は冬服着用時のみ。ブレザーの下に着用する 

ものとし、セーター姿での登下校はしない。 

≪ベスト≫紺色で胸に鈴ケ森中学校を表す刺繍入り。胸元ライン入り。着用は夏服・冬服のどちらでも可。 

⑤ ベルトは黒・紺・茶色のものとし、華美な装飾のないものとする。 

＊ブレザーは、ボタンを留めて着用する。 

＊スラックスは腰より上の高さで着用する。 

＊スカートは膝が半分隠れる長さで着用する。 

＊ワイシャツの下には、あまり華美ではない色の下着を着用する。 

＊柄入りの指定ネクタイ・指定リボンについては学校内での生活では着脱は任意とする。ただし、ブレザーを着

用するときは必ず着用する。 

[夏季標準服]全て学校指定のもの 

①  薄青色ワイシャツ（普段の時は半袖、長袖を問わない）、またはポロシャツ。 

②  スクールベストは希望生徒のみ着用する。 

③ ベルトは黒・紺・茶色のものとし、華美な装飾のないものとする。 

＊柄入りの指定ネクタイ・リボンタイの着用は任意とし、外すときは第一ボタンのみ開けてもよい。 

＊スラックスは腰より上の高さで着用する。 

＊スカートは膝が半分隠れる長さで着用する。 

＊ワイシャツの下には、無地かワンポイント（白が望ましい）の下着を着用する。 

[ 靴 ] 運動靴 

[靴 下] ≪共通≫白・黒・紺・グレー（いずれもワンポイント可） 

＊儀式等の時は指定色（A タイプは白色、B タイプは長紺色）のスクールソックスのみとする。普段の学校生

活では、くるぶしが隠れる長さを推奨する。 

 [防寒着] 着用期間は冬服期間とする。 

① 防寒着（コート等）は、黒・紺・茶・グレーを基調とした華美でないものとし、防寒を目的としたもの。防寒

着の種類についての指定は、しないものとする。部活で購入したもの、認められているものも可とする。 

② マフラー・手袋・ネックウォーマーの使用可。ただし、華美でないものとする。 

＊登下校時のみの着用とし、登校後は教室で脱ぎ、リュックの中に入れて各自管理する。 

③ タイツは黒色のものとする。 

④ 教室内での防寒を目的として、ブランケットを持参することを可とする。防寒着同様、個人で管理でき、華美

でないものとする。 

[上履き] 学校指定のもの（学年色あり。）で体育館履きと兼用する。 

 

 

[体育着] 学校指定のもの 

-3- 



＊体育着はハーフパンツの中に入れて着用する。 

＊ズボンは腰より上の高さで着用する。 

＊ジャージの上着は、ファスナーを閉じて着用する。 

＊ジャージの長ズボンの裾は、折り曲げて着用しない。 

[衣替えについて] 
 通年で、標準服、夏季標準服の着用を可とする。ただし、儀式的行事や集会などの服装を統一する際には次の

期間で統一する標準服を定める。 

10 月～４月：冬季標準服、5 月～9 月：夏季標準服 

 

（２）頭髪・身だしなみ 

≪５～９年生≫小学生は１～４年生までのスタンダードに以下を加える（重複している内容もある） 

① 清潔な髪型にする。髪を染めたり、脱色したり、パーマをかけたりしない。 

② 体育の学習の時、長い髪はゴムでとめる。 

③ 爪をいつも短く切りそろえ、手足を清潔にする。 

④ 下履き・上履きの区別をつける。履物はかかとを踏まず、紐をきちんと結ぶ。 

 

≪７・８・９年生≫ 

公の場に出ても通用する髪型とする。 

≪共通≫目にかからない。 

    肩にかかる時は結ぶ（ヘアピンや髪留めのゴムは、黒・紺・茶色とする。ヘアバンド等は付けない） 

＊パーマ・染脱色などは禁止 

＊身だしなみを整える目的で、無香料の整髪料を自宅でつけてくることは可とする。ただし、校内には持ち込ま

ない。 

＊アクセサリーは付けない。 

＊薬用のリップクリームは、無色で無香料のものであれば使用可とする。化粧はしない。 

＊爪は短く切り揃えて清潔にする。 

＊下履き・上履きの区別をつける。履物はかかとを踏まず、紐をきちんと結ぶ。 

 

（３）持ち物 

① 持ち物には全てはっきり記名する。（学習用具・上履き・下履き・体操着・標準服等） 

③  学習に必要でないものは持ってこない。 

④  ハンカチ・ティッシュを身に付ける。 

④ 生徒手帳を常に携帯する。（中学生のみ） 

⑤ 水筒を持参しても良い。ただし、中身は水か無糖のお茶、スポーツドリンクとする。 

⑥ その他、事情により必要とするものについては個別に申し出て確認する。 
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３ 学校生活 小学生は１～４年生までのスタンダードに以下を加える（重複している内容もある） 

（１）生活 

① お互いを思いやり、他の人が嫌がることをしない。いじめは絶対にしない、させない。 

② 場に応じたふさわしい言葉使いをする。 

③ 時計を見て行動し、常に５分前行動を心がける。 

④ 廊下ですれ違う先生や、来客者等全ての人に自分から先に挨拶をする。 

⑤ 移動する時は、広がらず整然と歩く。特にサイレントストリート（職員室前）やその付近では大きな声で話さ

ない。 

⑥ 職員室に入室する際には、小学校は前方、中学校は後方の入口を使用する。鞄や防寒着は廊下に置き、ノック

をして扉を開ける。 

自分の所属と名前を伝えてから、用事のある先生に声をかける。 

「○年○組（△△部）の○○○○です。」⇒「△△先生いらっしゃいますか。or △△先生お願いします。」 

⑦ 自分の席の周りやロッカーの荷物を整理整頓する。 

⑧ 保健室の利用は、休み時間中にする。（授業中に体調が悪い時は、授業をしている先生に申し出る。） 

⑨ 日直や当番活動（清掃・給食）に責任を持って取り組む。 

⑩ 委員会や係活動に積極的に取り組む。 

⑪ 部活動に向上心を持って取り組む。（中） 

⑫ 教科や学級の提出物は、期限内に必ず提出する。 

⑬ 清掃用具、ロッカー等の学校の備品を大切に使う。 

⑭ 机や椅子、壁や掲示物、鞄、上履きなどに落書きをしない。 

⑮ 学校、学年、学級目標に準ずる行動を心がける。 

⑯ 自分で立てた目標に向けて努力する。 

⑰ 昼休みに使った道具は、責任を持って返却する。 

⑱ 雨の日の昼休みは、校舎内で読書をするなど静かに過ごす。 

⑲ 図書室では静かに過ごし、本を借りる場合は必要な手続きを必ずとる。返却期限を守る。 

 

（２）学習 
① 授業の準備は休み時間中にする。（着席をして始業を待つ） 

② 授業の開始・終了時には、全員で起立し、揃えて挨拶をする。 

「起立。気を付け。礼！『お願いします』。着席。」 

「起立。気を付け。礼！『ありがとうございました』。」 

③ 人の話を丁寧に聴く。 

④ 姿勢を正して授業に意欲的に臨み、適切な応答をする。 

⑤ 授業中に不必要な私語をしない。 

⑥ 学習用具を忘れない。万が一、忘れ物をした場合には、自分から先生に報告する。 

⑦ 授業中にノートをしっかり作る。 

⑧ 学習用具は毎日持ち帰り、計画的に家庭学習をする。 

⑨ 教科の提出物は期限内に必ず提出する。 

⑩ GIGA スクール構想によって貸与されているタブレットの使い方については、以下を守って使う。 

 

 

 

 

 

（３）緊急時の対応 
① 日常から、緊急時の対応を想定しておく。 

② 地震や火災など緊急事態には、先生の指示に従って落ち着いて行動する。 

③ 避難時に校舎内では、クラス二列となりしゃべらずに移動する。 

 「おかしも」を守って行動する。（押さない・駆けない・しゃべらない・戻らない） 

④ 非常階段は、緊急時以外使用しない。 

⑤ 避難訓練に真剣に取り組む。 

１ 紛失や破損がないように十分に注意をして使用する。 

２ 学習以外の目的では使用しない。校内でカメラ機能、録音機能は原則使用しない。 

３ 鈴中「新ベルール６」（『P8 ６校外生活 ⑦』 参照）を守って使用する。 

４ タブレット活用のルールが守れない時には、タブレットの使用を禁止することがあります。 
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４ 給 食 
４校時終了～５分後までに ①全員石鹸で手を洗う。 

②給食当番は、白衣を着用し配膳準備をする。配膳台は教室前方に並べ、配膳

台布巾で拭いてから、食缶を並べる。 

③給食当番以外の生徒は、机を班の形にし、班ごとにテーブルクロスを敷き、

（小学生は各自でランチョンマットを敷く）給食委員や係に呼ばれるまで

着席した状態で読書などをして待つ。 

４校時終了～１５分後までに 

クラス全員分の配膳を完了する 

①給食委員に呼ばれてから給食を取りにいく。（セルフ方式） 

②自分の給食をもらったら、着席して待つ。配膳班や係は当番や先生の分も用意する。 

③給食をもらう時に、我がままを言って全体の流れを止めないようにする。 

４校時終了から１５分後 ①給食委員や係の合図で「いただきます」 

②量を減らしたい場合は、手を付けるまえに戻しにくる。個人的に自分のもの

をあげない。 

③お代わりは、学級のルールに従う。（時間内に食べきる） 

＊他にほしい人がいないか全体に聞いてから、お皿に盛る。 

 個数物のお代わりはじゃんけん等工夫して行う。 

④食事マナーを守って楽しく食べる。場にふさわしくない言葉や会話は慎む。 

⑤自分が食べ終わっても席を離れない。どうしても教室の外へ出る必要があ

る場合には、先生に許可をもらう。 

⑥昼の放送の最後に、連絡事項が放送されるのでよく聴く。（中） 

４校時終了から３０分後 

 

 

 

 

 

 

 

終了チャイムから５分以内 

終了チャイムから１０分以内 

①給食委員や係の合図で「ごちそうさまでした」の挨拶をする。 

＊クラス全体が早く食べ終わり、担任の判断で早めに片づけをした場合でも、

チャイムが鳴るまでは教室から出ない。 

②配膳台に丁寧に残飯と食器を返却する。食器はきれいにして返す。残飯を戻

す時に、食器を食缶に打ち付けない。 

③空にした牛乳パックを開いてすすぎやすいようにし、牛乳かごに１つずつ立て

て入れる。 

④使用済みストローはクラスで１つにまとめる。残ったストローは別にまとめて

各学級で保管する。 

⑤給食当番と牛乳班以外の班は、机とテーブルクロスを元に戻してから休み

時間。 

⑥給食当番は、自分の片づけに加え、全体の片づけをする。 

 食缶をワゴンに入れる。配膳台を専用の布巾で拭く。布巾は濯いだ後、所定

の場所にかける。ワゴンを所定の場所に戻す。配膳台や教卓等を授業ができ

るように現状復帰する。全部できてから、班で挨拶して終了する。 

⑦牛乳班は、手分けして牛乳パックをすすぎ、かごを逆さに入れて教室内で干

す。翌朝、長方形に開いてまとめておく。 
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５ 部活動 
（１）設置・入退部・心得 
① １名以上の顧問（教員）によって開設され、顧問または指導員の活動方針の下に活動する。また、顧問や指導

員が不在の時には活動しない。 

② 教員配置等の理由により部活動の開設は１年間ごととする。そのため、募集期間は１年ごとであるが、３年間

継続して活動することを原則とする。 

③ 特別な理由で途中退部する場合は、担任や顧問、保護者と十分に話し合ったうえで、退部届を顧問に提出する。 

④ 学習、学校・学年行事や生徒会活動等の通常の学校生活を優先する。 

 

（２）活動時間 
① 活動日は、各部で設定する。（日々の予定は職員室前のホワイトボードを使って連絡する） 

② 最終下校時刻は１８時３０分（11 月から 2 月は 18 時 00 分）とする。（完全下校） 

③ 朝練習は７時３０分以降に開始する。（７時１５分以前には登校しない。） 

④ 定期考査一週間前は原則活動をしない。（大会等参加のため必要な場合は、保護者の了解のもと許可する。） 

 

（３）服装・持ち物 
① 学校指定の標準服や体育着の他に、部で決められたユニフォーム等を着用してもよい。 

② 更衣は更衣室の利用を原則とする。荷物は活動場所に持っていく。 

③ 休日や朝練習、再登校時と下校時の服装は、練習時の服装でもよいこととする。 

④ ビン、缶、ペットボトル、紙パック等の飲み物、菓子類の食べ物を持ち込まない。 

⑤ 校内でも校外でも活動に不要なものは持参しない。（スマートフォン等） 

 

（４）その他 
① 決まりを守れなかった場合には、活動を停止することもある。 

② 必要に応じて、活動費等を集めることがある。 

③ 部活動待機の時は、指定された場所で待機し、部活動開始１５分前から準備を始める。 
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６ 校外生活 小学生は１～４年生までのスタンダードに以下を加える（重複している内容もある） 

① 保護者に、行き先や帰宅時刻、誰と出かけるのかを必ず伝えてから出かけ、帰宅時刻を守る。小学生は「夕焼

けチャイム」以降、中学生は夜間の不要な外出はしない。塾や習い事で遅くなる場合は、明るい道を使用して

速やかに帰宅する。 

② 小学生はまもるっち、中学生は防犯ブザーを携帯する。 

③ 他の人に迷惑をかける遊び（花火、火遊び、公園等での場所独占など）をしない。 

④ 必要以上の余分なお金を持ち歩かない。 

⑤ インターネット等で知り合った人には、絶対に会わない。 

⑥ 自転車を使用する時は、以下の点を守る。 

・小学生はヘルメットを着用する。ブレーキやライト、タイヤの点検をしてから使用する。 

・交通規則を守る。（交差点での一時停止をする。二人乗り・無灯火乗車・並走をしない。歩道での運行等。） 

・被害者にも加害者にもなり得ることを十分に理解して安全に使用する。 

⑦「新 べルール６（ＳＮＳルール）」や家庭のルールを守る。 

 

   「新 べルール６」 

   ・フィルタリングをかける。 

   ・使用時間を２時間以内に抑え、リビングなど保護者から見えるところで使用する。 

・ネットに不快な画像をあげたり、人の悪口や個人情報（名前、住所、学校名、SNS の ID 等）を書いた

りしない。 

・SNS 等を通して知らない人と関わらない。 

・歩きスマホ等の事故につながる行為をしない。 

・SNS 等で問題が起こった場合、信頼できる大人に相談する。 

 

⑧ 犯罪行為（万引き等）や触法行為（飲酒・喫煙）は絶対にしない。 

⑨ ⑧の行為に誘われないためにも、年齢にふさわしいさわやかな身なりで外出する。 

⑩ トラブルに巻き込まれた時や危険を感じた時は、迷わず「まもるっち」や「防犯ブザー」を引いたり、近くの

大人に助けを求めたりする。 

 

 

７ 家庭学習 

① 学習時間帯を決める。（曜日ごとに変えてもよい。） 

② 学習する場所を決める。（家族から見えるところがよい。） 

③ 小学校からの基本の宿題は、漢字・計算・音読・作文とする。 

④ 作文は要旨をまとめるなど、めあてをもって書く。（小） 

⑤ 学習時間は、６０分以上とする。（小） 

⑥ 各教科から出された課題だけでなく、自分の課題について計画的に学習を進める。（中） 

⑦ 定期考査期間は、学習計画表を活用して計画をたて、進捗状況により計画を見直しながら学習を進める。学習

計画表は毎朝、担任に提出する。（中） 

⑧ その日の授業内容はその日のうちに復習する。（中） 
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